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MAGEC2

MAGEC2; HCA587; MAGEE1; Melanoma-associated antigen C2; Cancer/testis antigen 10;
CT10; Hepatocellular carcinoma-associated antigen 587, MAGE-C2 antigen; MAGE-E1
antigen
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はMAGEC遺伝子ファミリーのメンバーです。精巣を除く正常組織では発現せず、様々な組織学的タイプの腫瘍で発現します。この遺伝子と他のMAGEC遺伝子は、染色体Xq26-q27にクラスターを形成しています。[RefSeq提供、2009年10月],発生段階：精原細胞および一次精母細胞で強く発現します。成熟後期には、発現は徐々に減少し、成熟精子細胞では検出されなくなります。,類似性：1つのMAGEドメインを含みます。,細胞内局在：生殖細胞では核内。高分化型肝細胞癌では細胞質内、中分化型および低分化型肝細胞癌では核内。,組織特異性：精細管の生殖細胞および小脳プルキンエ細胞を除く正常組織では発現しません。メラノーマ、リンパ腫、膵臓がん、乳腺がん、非小細胞肺がん、肝がんなど、様々な腫瘍で発現しています。肝細胞がんでは、腫瘍の分化度とタンパク質発現の間に逆相関が見られ、分化度が低いほど発現率が高くなります。
	研究分野
	腫瘍免疫学; 腫瘍関連抗原; がん; 腫瘍バイオマーカー; 腫瘍抗原
	画像データ
	

	MAGEC2抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはMAGEC2ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したMAGE-C2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：1000に希釈したMAGE-C2ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析
	

	MAGE-C2抗体を用いたマウス脳HELA KB SH-SY5Y 293T 3T3のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。

